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要約 本研究では,中学生が生活環境の中でストレスを緩和するためにどのような居場所を見いだし,どのように

利用しているかを明らかにすることを目的として,大学生を対象に回想法による質的検討を行った。その結果,

中学生は思春期的心性の形成や,ライフスタイルの変化により,小学生に比して生活環境の利用の仕方は制限

されてきていることが明らかとなった。しかし,そのような状況にあっても,中学生は学校内外や自宅等で,

様々な居場所を見出し,ストレス対処に利用している姿が明らかとなった。
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問 題

従来,心理的健康を維持する要因として,様々な心

理学的変数が見出されてきた。例えば,ストレスを解

消するためのコーピングや,ソーシャルサポートがあ

げられる。通常の調査研究では,これらの心理学的変

数は抽象化,数量化され,ストレス総量との相関関係

が検討される。その結果,あるストレッサーに対して

ある一定のコーピング,ソーシャルサポートが有効で

あるとの結論が導かれることになる。

しかし,実際のところ,人々は日々の生活の中で遭

遇する困難に,このような抽象化されたかたちで意識

的に全て対処しているのであろうか。菊島(2002)で

は,コーピングについて,実際には一つのストレッサー

に一つのコーピングというようなかたちで意識的に行っ

ているというよりも,意識的に行う対処と,無意識的

に行う対処が混在した中で,状況に応じて多様な対処

方法が試みられながら,結果的にストレスを緩和して

いることが明らかとなっている。またソーシャルサポー

トについても,個人個人の認識を詳細に調べていく

と,一概にストレスを緩和する効果があるというわけ

ではなく,個人のとらえ方や状況によって,逆にスト

レッサーになりうることも明らかとなっている(菊島,

2003)。

一方,実際の教育や臨床心理のフィールド,例えば

スクールカウンセリングの現場で,深刻なストレスを

抱えた生徒に対してアセスメントをし,援助計画を立

てることは日常的な仕事の一つである。このような場

合,援助著が焦点をあてる必要があるのは,その生徒

がどんなコーピングをしているか,またソーシャルサ

ポートの捏供の有無というような情報だけではなく,

むしろ,生徒の毎日の生活の中で,その問題に対して

安心して多様なコーピングを試すことが出来るような

「居場所」かおるのかどうか,またソーシャルサポー

トを捏供してくれそうなリソースの存在の有無を含め

て,本人をとりまく環境がサポートを受けやすいよう

なものになっているのかどうか,もしなっていないと

すると,具体的にどんな環境に支障が生じているのか

(例えば生徒の日常生活の場となる教室・部活・塾・

家庭それぞれどうか),さらに本人は自分の状況・環

境をどのように認識しているのか,といった具体的・

ミクロ的な情報が重要となるのである。この点に関し

て,Thompson(2001)は,子どもの社会で生じる人

間関係の様々なトラブルについて,実際の子どもの生

活に即してきわめて鮮やかに描き出すことに成功して

いる。

以上のことから,ストレス緩和に関するこれまでの

心理学的知見を,今一度,人間の実際の生活の文脈に

埋め戻し,照らし合わせる作業は意義のあることであ

ろう。

このような視点に基づき,筆者は前回,大学生を対

象に小学生時代のストレス緩和に関わる生活環境につ

いて,質的な調査を行った(菊島, 2004)。その結果,

「児童期における心理的健康を支える生活環境の二次

元モデル」が見出された。このモデルは,パプリック

的空間⇔プライベート的空間,日常的空間⇔非日常的

空間の二次元によって構成されている。このモデルを

もとに検討の結果,子どもの生活環境である,自宅,

学校,外の場所,関係する施設は,それぞれ心理的健

康を支える上で異なった役割を有していた。すなわち,

集団生活において楽しく他者と交流する日常的なオモ

テの空間と,ごく少人数で秘密を共有したり,一人で

リラックスするような,非日常的なウラの空間という,

二つの空間が存在していた。
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菊島:中学生のストレス緩和に関わる生活環境について

Figureiストレス緩和につながる中学生の生活環境 ( )内は人数
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以上を踏まえ,本研究では,中学生時代においてス

トレス緩和効果を持つ特定の生活空間を明らかにする

ことを目的とする。

なお今回も明らかにしようとしているものは,前回

に引き続き現実の環境そのものではなく,それを体験

した個人の環境知覚であるといえる。従って,記憶の

変容などの一定の限界を踏まえつつ,本研究では回想

法を採用した。また,本研究では現実の生活環境の文

脈をできるだけ損なわすに被験者の体験を明らかにし

たいという目的から,対象者となる人々の世界のとら

え方を再構成できる方法(Orford, 1992)である質

的研究法が適していると判断した。

方 法

調査対象者:大学1・2年生141名

データの収集:授業時に調査用紙を配布した。調査用

紙には以下のような質問文を掲載した。なお,書き方・

字数は自由とした。一週間後,再び同じ授業時に回収

を行った。

質問文

(1)あなたが中学生の時に,自分の気持ちが楽しくなっ

たり,ほっとリラックスできるような場所はどこ

にあったでしょうか。中学生の時の自分の生活を

振り返ってみて,思い浮かぶ具体的な場所を挙げ

て下さい(複数可)。

(2)その場所は,いつ,誰と,どのような状況で利用

していましたか。

(3)その場所では,なぜ自分が楽しくなったり,ほっ

とできるのか,その理由として何か思い浮かぶこ

とを書いて下さい。

結 果

得られた質的データを,KJ法により整理を行った。

ます物理的・地理的視点から分類を行い,「中学生

におけるストレス緩和効果を持つ生活環境」として構

成した(figurel)。なお,カッコ内にはその場所を指

摘した人数を記載したが,この人数については,複数

回答のため調査人数には対応していないこと,また

「学校」や「自宅」という記述のみでそれ以上特定の

場所を言及していない回答も含まれている。この図で

は,「自宅」(131名),「学校」(131名),「屋外」(21名),

「関係する施設」(35名)が存在する。

ます,「自宅」の中には,「家族と共に過ごす場所」

として「リビングダイニング」(42名),台所(1名),

きょうだいの部屋(1名)があった。次に一人になれ

る空間としての「家の中の隠れ家的スペース」として,

「自分の部屋」(57名),「風呂」(9名),「布団の中」

(4名),「ベランダJO名」,トイレ(1名)が挙げ

られていた。風呂,布団の中,ベランダ,トイレをあ

げた被験者については,「自分の部屋が無かったので,

布団をかぶることで一人になれた」というような意見

が多かった。

続いて「学校」の中では,「教室」(12名)と「放課

後の教室」(4名)があった。これは,授業や休み時

間を含めた日常的な教室と,自分と友達しかいない空

間としての放課後の教室があげられていた。また「部

活」(96名)関連として,「部室」(24名),「グラウン

ド・体育館・プール」(23名),「美術室」(23名),「音

楽室」(23名),「更衣室」(3名)に分かれている。ま

た,一人になれる,もしくは少数の友達と過ごすこと

が出来る「校内の隠れ家的スペース」(12名)では,

「保健室」(4名),「図書室」(7名),「ベランダ」(3

名),「廊下の端」,「階段の踊り場」,「校庭の隅」,「視

聴覚室」,「裏庭」(各1名)であった。

「屋外」(21名)では,「通学路」(12名),一人や友

達と寄っておしゃべりをする空間としての「公園」

(6名),「寄り道場所」(3名)がある。

最後に「関連する施設」(35名)としては,「塾」

(10名),「友達の家」(9名),「親戚の家」(4名),地

Table l 小学生と中学生における場所別の割合(%)
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菊島:中学生のストレス緩和に関わる生活環境について

Figure 2 中学生のストレス緩和効果を持つ生活空間の2次元モデル

域にある「図書館」(4名),サッカー教室やピアノ教

室等の「習い事」(5名),学校帰りや休日に行くファ

ストフードやコンビニエンスストア等の「店」(4名)

が存在している。

続いて,小学生時の結果と比較を行うため,便宜

的に被験者の人数から場所ごとに割合を算出した

(table 1 )。

次に,これらの特定の環境を被験者達がどのように

意味付けているかという視点から,前回の研究で採用

した「児童期における心理的健康を支える生活環境の

二次元モデル」(菊島, 2004)をもとに,被験者の記

述を【プライベート的空間⇔パブリック的空間】。

【日常的空間⇔非日常的空間】という二次元によって

分析を行い,「中学生のストレス緩和効果を持つ生活

空間の2次元モデル」として作成した(figure 2 )。

その結果,集団生活を行う日常の中で,最もパブリッ

クな空間としては,「教室」,グラウンド・体育館・プー

ル,美術室,音楽室といった「部活動の活動場所」,

があり,次にセミパブリックなものとして,地域にあ

る「図書館」,校内の「図書室」,「塾」,「習い事」が

分類された。日常的空間の中で,セミプライベートな

空間では,「リビングダイニング」,「親戚の家」が分

類された。

次に一人やごく少数の友人達と過ごす非日常的空間

としては,セミパプリックな空間としては,「保健室」,

「放課後の教室」,「通学路」,「公園」,「店」があり,

セミプライベートな空間としては,「部室」,「更衣室」,

「校内の隠れ家的スペース(廊下の隅,準備室,ベラ

ンダ等)」,「下校時の寄り道」,「友達の家」があり,

最もプライベートな空間として「家の中の隠れ家的ス

ペース(自分の部屋,ベランダ,風呂等)」が分類さ

れた。

考 察

1 ストレス緩和効果を持つ生活環境についての小学

生と中学生の場所別の比較(figure 1 , table 1 )

今回の中学生時代の調査結果と,小学生時代につい

ての調査結果(菊島, 2004)について比較を行う。ま

す,小学生に比して中学生で大きく増加した空問とし

て,「自宅」,「リビングダイニング」,「自分の部屋」,

「学校」があった。この中で,「自分の部屋」について

は,思春期になり自室という個人的空間を欲する時期

であり,実際に自室を与えられることも多いためと考

えられる。 しかし,なぜ「自宅」,「リビングダイニン

グ」,「学校」が増加したのであろうか。これについて

は,反対に小学生に比べて中学生で大きく減少したも

のをみてみると,「屋外」,「公園」,「関係する施設」,

「親戚の家」,「友達の家」があった。これは,小学生

時代,すなわち児童期において純粋に楽しむことので

きる場所であった空間が,思春期に入り,友達との遊

び方やライフスタイルの変化により,公園や友達の家

で頻繁に遊ばなくなる,また,祖父母等親戚の家に出

かけることも少なくなったり,出かけても小学生時代

のように純粋に楽しむことが減少してきたためと考え

られる。このことは,実は中学生時代というのは小学

生時代に比べて,生活空間の幅は狭くなっていると言

えるのではないだろうか。その分,中学生にとっては

ストレスを解消する場として,自宅におけるリビング

ダイニングや自室や,学校における部活動等が大きな

役割を果たしていると考えられる。

2 中学生のストレス緩和効果を持つ生活環境の2次

元モデル(figure 2 )

続いて,被験者の記述内容をもとにモデル化を行っ

た「中学生のストレス緩和効果を持つ生活環境の2次

元モデル」(figure 2 )について検討する。
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a｡日常的な空間

ここでの日常的空間とは,日常の中の特に集団生活

を中心とした空間として設定した。

ます日常的かつパブリックな空間としてあげられて

いる,「教室」と「部活動の活動場所」だが,2つと

も学校内における日常的な生活環境として中心的な場

であると言える。しかし,意外なことに最も時間的に

長く過ごす教室をあげる意見は,他の学校内の場所と

比べて少なかった。むしろ,「クラス内の人間関係に

気を遣って疲れていたので,家に帰ると自分の部屋で

は一人でのんびり過ごせた」というような,教室の中

でのストレスを述べている意見が多数みられた。この

ことから,特に教室についてはストレスを癒す楽しい

場にもなりうるが,一転して深刻なストレスの生じる

場となることは,スクールカウンセリングの臨床にお

いては周知のことであろう。この点については,南・

吉田(2001)が「教室が生徒にとっての自分の居場所

となるケースもあるかもしれないが」と前置きしつつ,

「教師の監視下に置かれ不特定多数の生徒の目に触れ

る」教室よりも,部室や保健室,学内外のたまり場こ

そが心理的な居場所として機能する場合が多いことを

指摘しており,今回の結果もそのことを指し示してい

ると言える。一方部活動については,同じ目標に向かっ

て仲間達と練習に取り組む充実感や,クラスメイトよ

りも密度の濃い友情の形成といった肯定的な意見が多

数みられた。

セミパブリックな日常的空間としてあげられた「図

書室」,「塾」,「習い事」,「図書館」,については,「他

のクラスの子と話すことができるし,他人に気を遣わ

なくて良い場所」(図書室),「中学校が荒れていて嫌

だったので,塾で安全に親しい友人と楽しく過ごすこ

とで,嫌な気分を解消した」「塾の先生に相談に乗っ

てもらっていた」(塾),「学校に馴染めす,親友と二

人で勉強しに行く図書館で,学校の緊張から解放され

た」(図書館)というように,学校の教室とは異なる

友人や教師との学習の場としてとらえられているよう

であった。特に信頼できる塾の教師や習い事の指導者

と出会えたこと,その人達に悩みの相談に乗ってもら

えたことで助けられたという意見がみられた。また一

方で,「塾の先生は勉強を教えるだけの関係で楽だっ

た」という意見もあったが,いすれにしても学校の教

室とは異質な場として肯定的に認識されているようで

ある。

セミプライベートな場としては,「家族と共に過ご

す場所」と「親戚の家」であり,「学校での複雑な人

間関係やいじめに気疲れしてしまっていたので,家に

帰るとホッとできた」「何を話すわけでもないが一緒

にいるだけで穏やかな気分になれた」(リビングダイ

ニング)というように,信頼できる人々と一緒に過ご

す場となっている。「(ストレスを緩和するためには)

安心できる人と過ごすことと,自分の部屋で一人で過

ごすことの両方バランスがとれている必要があった」

というような意見が複数みられたが,これは思春期以

降での生活環境に関わる一般的なコーピングのスタイ

ルと考えられる。

b｡非日常的空間

非日常的空間とは,先の日常的空間に比して,基本

的に一人もしくは親密な少数の他者と関わる空間とし

て設定した。

ます,非日常的かつセミパブリックな空間としては,

「保健室」,「放課後の教室」,「通学路」,「公園」,「店」

が挙げられる。これらは,「たまに行くと,やさしい

養護教諭の先生に話を聞いてもらえて,身体的にも精

神的にも癒しの空間だった」(保健室),「放課後の誰

もいない教室で,友達と二人でしゃべっていると,著

段とはちがう雰囲気で面白かった」(放課後の教室),

「日頃押さえ込んでいたことも,小学校以来の友達な

ので話すことができた。精神的な不安定な状態をこれ

で保っていた」(通学路),「部活の練習の帰りに,時々

ファストフードの店に入った」(店)というように,

日常的な空間とは異なり,滅多に行かない場所であっ

たり,特別な状況であったりするもので,ごく少数の

親しい友人と過ごす特別な場所というような意味合い

がある。

次にセミプライペートな場所として,「部室」,「更

衣室」,「校内の隠れ家的スペース」がある。「溜まり

場となっていた(自分のロッカーもあり私物を置けた)」

「寝ころんだりして自分の部屋のように使えた」(部室),

「部活の練習の後で緊張感も解け,先生や異性にみら

れない場所でおしゃべりができた」(更衣室),「友達

と昼食を食べたり,ボーツとして過ごした。下の階の

教室の音がすごく遠くに響いているように聞こえて,

学校の中なのに秘密基地のような感じがした」(屋上

に行く階段の踊り場)というように,より自分にとっ

ての特別な場所というような感覚で利用していること

がうかがわれる。この他にも意見としては,「先生に

見られたり,話を聞かれないから」や「異性に見られ

ない場所だから」というような意見,さらに「同じ部

活の生徒しかいないので,自分達の場所だという感じ

だった」という意見も多く見られた。これらの場所は,

ます外部の者,特に意識する異性や,いろいろとうる

さい注意をされる可能性のある教師から守られた安心

出来る場所であり,同時に自分達の空間に対する支配

感(Mehrabian, 1976)が満たされる場であると言

える。この他分類された場所として,「下校時の寄り

道」,「友達の家」があり,これらも「時々神社まで友

達と遠回りして帰り,階段に座って誰にも干渉されす

に親友と話していられた」(寄り道),「いつも幼なじ
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みの家に学校帰りに寄っていた。学校では教師の目も

あり素直な自分を出せなかったが,そこでは何をする

わけでもなく一緒にいられた」(友達の家)というよ

うに,周囲の干渉を受けす,空間に対する支配感を満

たせる場として共通だといえる。

最後に最もプライベートな空間としては,「自宅内

の隠れ家的スペース」があった。この中で,多くを占

めるのは「自分の部屋」であるが,「自分だけのナワ

バリで,他人には入ってもらいたくない」「自分一人

だけの空間と感じていて,兄弟が入ってきても怒って

追い返した」というように,多くの意見が自分一人だ

けのスペース=ナワバリと感じているようである。ス

トレス緩和に関するその利用の仕方としては,「学校

の勉強と塾とて疲れて一人でいられる時間が貴重だっ

た」というような意見が多かった。また,「学校では

他人の機嫌を気にして感情を抑えたり無理に笑顔をつ

くったりしなければならす,それで気分が落ち込むと,

解消するまでメチャクチャに(趣味であるイラストを)

描いた」というように,自分の好きなことに浸れる喜

びや,自分の好きなモノに囲まれて過ごす喜びを指摘

する意見もよくみられた。また,自室は学校でのスト

レスを癒す場所だけではなく,「親を避けたくなると

自室は一番落ち着く場所となった」「悲しい時つらい

時は家族にも顔を見せたくなかった」というように,

家庭の中での一時的なシェルターとしての機能を指摘

する意見もみられた。自室以外では,「風呂」,「布団

の中」,「ベランダ」等がみられたが,多くは「自分の

部屋が無いため布団をかぶると一人になれた」という

ような事情によると考えられる。近年,環境心理学の

領域や,建築家による議論等でも子ども部屋を設置す

ることの是非が検討されている(例えば小俣, 1997)

が,今回の結果を踏まえれば,やはり中学生にはスト

レス緩和という点て,自室を設置してあげることの効

果は大きいと思われる。

まとめ

このように,中学生は思春期的心性の形成や,受験

を控えての塾などの勉強のプレッシャーや,部活動に

所属した場合,かなりのエネルギーを投入しなければ

ならないといったライフスタイルの変化が生じ,小学

生に比して,空間の利用の仕方としての多様さや自由

さ(例えば公園の中に秘密基地をこっそりつくる等)

はかなり制限されてきていることが明らかとなった。

しかし,そのような状況にあっても,中学生は学校の

デッドスペースを見つけ出してきたり,伝統的とも言

える更衣室でのおしゃべりなど部活動の様々な機会を

利用したり,塾を「夜に友達と集まることの出来る場」

として新しく発見したりしながら,たくましくストレ

ス対処に利用している姿が明らかとなった。

今回は中学生時代でのストレス緩和に関わる生活環

境を扱ったが,今後も子どもに関わる問題について,

いわゆる心理学的な知見を,現実の世界に埋め戻し照

らし合わせる作業を通じて,スクールカウンセリング

をはじめとする臨床実践に役立てていくことが求めら

れているといえる。
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